
suitablemodeltotestthishypothesis.(2)Orthe3parameters

measured,varyingSELIengthsinindividualfamilymembers

livinginthesamecageisasuitableindicatororthepresence

orvigilance.Usually,theSELlengthvariesbetween30･60
min.But,someindividualsshowunusuallyextendedSEL

lengthupt0240-350min.indim汀Cntdays.

20サル類の血液及び骨髄細胞の形憶に関する研究

松本打伺 ,西尾綾子 (信州大･ヒト環境)

対応者 :宮部於子

血球形態に関する研究の目的で,アカゲザルの血液

(6頭)及び骨髄 (胸骨,肋骨を1頭)サンプルを共同

利用した.血液はスピナー法,骨髄はサイトスピン法で

それぞれ塗抹標本を作製しメイグリュ-ンワールドギ

ムザ敗色を施した.これらの標本から,特徴的な血球(末

梢白血球は40細胞,骨髄細胞は150細胞)を抽出して

デジタル画像化し,血球柾ごとのサイズ,敗色性,形状

などの形態的特徴を解析した.対象としたのは,末梢血

球では赤血球,白血球,血小板,骨髄細胞では骨髄芽球,

前骨髄軌 骨髄球,後骨髄球,成熟頼粒球,マクロファ

ージ,形質細胞,分裂期細胞,巨核球および異常細胞に

ついてである.これまでに,アカゲザルの血球の特徴と

して,大きさ及び頼粒球 (好酸球,好中球,好塩基球)

の特殊額粒の形態が他の実験動物に比べてヒトに類似

していること,更に好中球の核は過分節の傾向を示すが,

このことを含めて血球形態が全般的にカニクイザルと

近似する成積が得られている.

現在,サル類の血液形態学的特徴について,マウス,

ラット,ウサギ,イヌなどの実験動物と比較検討中であ

り,これらの成果をアトラス集としてまとめて公表する

予定である.

21ニホンザルにおける放射運動に対する速度感度の初

期発達

白井述 (首都大東京 ･人文科学)

対応者 :友永雅己

前年度,前々年度から引き続き,生後 1･5ケ月齢の

ニホンザル乳児を対象として,放射状の拡大･縮小迎動

の桧山における速度感度の発達について検討した.前年

皮 (20deg/～),前々年度 (10deg/S),とは異なる速度 (5

°eg/S)を持つ放射･並進運動対を刺激として提示し,放

射･並iLR迎軌間の弁別が可能であるか否かについて選好

注視法によって検討した.

その紡凪 運動速度が5deg/Sと比較的遅い条件下

でも,生後1-5ケ月の乳児は拡大運動と並進運動の弁別
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が可能であることが示唆された.一方,縮小運動と並進

迎助の弁別については,それらの運動の弁別を示す有意

な祝兜選好は生じなかった.

ヒト乳児でも放射状の拡大･縮小運動に対する速度

感皮は,拡大運動検出においてより高いことが報告され

ている (Shirai,Kanazawa&Ⅵmaguchi,2008).ヒトを対

免とした先行研究の結兄と,本年度,前年度,および前々

年度の結果から総合的に判断して,ニホンザル乳児はヒ

ト乳児と柄似の放射迎肋知覚特性を持つものと考えら

れる.


